
一般会計予算規模の推移

年度
歳出予算額（全体） 

通常分 除染関係分

平成26年度 440億3千万円 311億7千万円 128億6千万円

平成27年度 455億6千万円 329億6千万円 126億0千万円

平成28年度 377億9千万円 297億2千万円 80億7千万円

平成29年度 278億7千万円 265億9千万円 12億8千万円

平成30年度 284億6千万円 282億1千万円 2億5千万円

その他

繰出金・積立金

補助費等

維持管理費

物件費

除染対策費

災害復旧費

普通建設事業費

公債費

扶助費

人件費

その他（3.4％）
9億7,546万4千円

繰入金（5.5%）
15億5,431万9千円

地方交付税（24.9％）
70億7,329万5千円

市債（7.6%）
21億4,990万円

国庫支出金（14.0%）
39億8,769万4千円

県支出金（8.6%）
24億5,420万8千円

地方消費税交付金（4.0%）
11億4,317万8千円

各種交付金等（1.8%）
5億1,895万9千円

人件費（14.3%）
40億6,897万8千円

扶助費（15.7％）
44億6,266万8千円

公債費（11.5%）
32億6,153万3千円

普通建設事業費（11.5％）
32億7,719万4千円災害復旧費（0.9%）

2億5,755万7千円

除染対策費（0.9%）
2億4,551万7千円

物件費（18.7%）
53億1,771万7千円

維持補修費（1.6%）
4億6,350万6千円

繰出金・積立金（12.7%）
36億2,718万1千円

補助費等（11.2%）
31億9,324万6千円

その他（1.0%）
2億8,490万3千円

一般会計

284億6千万円
歳 入

一般会計

284億6千万円
歳 出

市税（30.2%）
86億298万3千円

依存財源
60.9％

自主財源
39.1％

義務的経費
41.4％

投資的経費
13.3％

一般行政経費
45.3％

平成30年度　一般会計予算

予算規模は前年度比＋2.1％　額にして５億9千万円増

284億6千万円

『ひと』を育て  『ひと』が輝き 『まち』に活力

当
初
予
算

平
成
30
年
度

  「ひと」の交流や文化的な活動を通じて市全体に活力を創出

新規
消防団員装備品整備事業 1,048万2千円
集古苑特別企画展「（仮称）戊辰戦争と白河」 550万円
シティプロモーション推進事業 388万8千円

拡充 地域公共交通総合連携事業 1,317万8千円
地域づくり活性化支援事業 650万円

継続 戊辰150周年記念事業 3,442万6千円
地域の底力再生事業 1,080万円

会計名 予算額 前年度比（％）
国有林野払受費 18万5千円 0.0
教育財産 86万2千円 △40.8
小田川財産区 128万5千円 48.6
大屋財産区 40万円 △75.5
樋ヶ沢財産区 51万5千円 △0.6
土地造成事業 4,997万6千円 0.0
国民健康保険 58億7,700万2千円 △23.8
後期高齢者医療 6億1,369万9千円 3.7
介護保険 54億4,517万1千円 3.4
地方卸売市場 1,884万8千円 △5.2
公共下水道事業 21億3,994万9千円 1.4
農業集落排水事業 8億9,674万9千円 1.4
個別排水処理事業 9,717万9千円 5.0

合　計 151億4,182万円 △9.5

特別会計予算額 市債・企業債の推移 基金の推移
会計名 予算額 前年度比（％）

水道事業 23億713万2千円 △4.1
工業用水道事業 1億801万1千円 2.9

合　計 24億1,514万3千円 △3.8

公営企業会計予算額

　市の「貯金」に当たる基金は、住民福祉の向上や教育・
文化の振興など、目的に応じて有効に活用しながら、将来
の健全な財政運営のため、着実に積み立てを行っています。

　市の「借入金」に当たる市債（臨時財政対策債を除く）・
企業債は、計画的に借り入れと返済を行っており、減少す
る見込みです。
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財政状況および財政計画の概要は、
市ホームページで公表しています。

問本庁舎財政課　内2333

戊辰150周年記念事業
　戊辰戦争における白河の歴史的意義の再
検証と先人の功績を学ぶとともに、貴重な
歴史・文化を通して本市の魅力を市内外に
発信するため、各種記念事業を行います。

※１～３は、主な事業を抜粋

◀５月14日、第１　
　号のクーポン券
　が交付されまし
　た。

◀３月15日、同大
　と「産業振興に
　関する基本協定」
　を締結しました。

◀キャラバン隊が
　戊辰戦争ゆかり
　の地を巡り、７
　月14日開催の合
　同慰霊祭への参
　加を呼びかけて
　います。
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■ 特集　平成30年度　当初予算

平成30年度
当初予算テーマ 「ひと」を育て 「ひと」が輝き 「まち」に活力

「ひと」を育てる
白河っ子すくすく赤ちゃん
クーポン券支給事業

会津大学産業関連交流事業

１
 子育て支援や教育環境の充実により市の未来を担う人材を育てる

新規 白河っ子すくすく赤ちゃんクーポン券支給事業 1,446万9千円
医療機関新規開業支援事業 700万円

拡充

待機児童対策事業 9,085万7千円
保育士等賃金改善事業 3,819万円
奨学資金貸与事業 3,146万6千円
学校図書館利活用推進事業 2,988万9千円

継続 病児保育事業 4,852万4千円

２

３

「ひと」が輝く

「まち」に活力

 白河に関わる「ひと」がいきいきと暮らし、活動するための支援

新規

コワーキングスペース事業 806万円
会津大学産業関連交流事業 155万6千円
フロンティア農業アクション支援事業 81万円
学生チャレンジショップ事業 15万円

拡充 まちづくり・ひとづくり事業 756万円
高齢者サロンあったかセンター事業 636万1千円

継続 産業プラザ運営事業 2,014万2千円

　０歳児の保護者を対象に、紙おむつや指
定ごみ袋などと交換できる３万円分のクー
ポン券を交付して、子育て世帯の経済的負
担を軽減し、子育て環境の充実を図ります。

　同大の持つICT（情報通信技術）を活用
し、企業の底上げ、産業人材の育成、地元
企業への就職を視野に入れた人材の確保や
創業の推進に取り組みます。


